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分， 10分， 15分間閉塞し，血流再開通直後， 4日後，1 i血後に断頭して， 40Cの条件下で前頭葉皮質，線
条体，海馬を摘出し，各部位をホモゲナイズした後超遠心により水溶性蛋白質分固と不溶性蛋白質分画
に分離し， SDSポリアクリノレアミドゲル電気泳動 (SDS-PAGE)で各蛋白質組成の擬持行なっ















より重合・脱重合をくり返して得られた微小管蛋白質分画のMAP 2 (microtubule associated protein 







砂ネズミ脳水溶性分画を 1mMEGTA存在下 (pH7.2)に抽出し， Sephadex G一25カラムクロマ





度1.1X1O-7Mで91%，6.4X 10-7Mで78%，2.0X 1O-4Mで51%(同ロイペプチン(サ:101%)， 5.0X1O-3 





たところ，主に 3種類の高分子蛋白質 (260K， 230--240 K， 180 K )が変化した。











blotting法で、検討した。その結果， MA P 2， calspectin， clathrinなどが，虚血の程度及び経過時間に
対応して変化することが明らかとなり，同時にMAP2及びcalspectinの変化にはCa2+依存J性蛋自分解
酵素が関与している可能性が示された。これらの成績は，虚血による脳障害の程度や回復の指標になり
うる蛋白質の存在を明らかにするとともに，この種の脳障害の治療にも重要な示唆を与えるものであり，
学位の授与に値すると考えるO
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